
20
春
闘
の
取
り
組
み

は
、
1
月
12
～
13
日
の

幹
部
学
校
で
春
闘
方
針

（
案
）
を
提
起
、
そ
の

後
、
44
職
場
297
名
で
開

催
さ
れ
た
春
闘
討
論
集

会
に
て
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
、
2
月
8
日

の
第
90
回
定
例
委
員
会

に
て
独
自
要
求
お
よ
び

夏
季
一
時
金
要
求
を
確

立
し
ま
し
た
。
神
田
支

部
は
20
春
闘
も
首
都
圏

運
輸
基
本
集
団
交
渉
団

に
参
加
し
、
統
一
要
求

・
独
自
要
求
お
よ
び
夏

季
一
時
金
要
求
を
2
月

13
日
に
経
営
側
へ
一
斉

提
出
し
ま
し
た
。
合
せ

て
神
田
支
部
で
は
11
分

会
・
班
に
お
い
て
も
一

言
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
を
踏
ま
え
、
職
場

要
求
を
確
立
し
、
同
日

所
属
長
へ
提
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
よ
り

春
闘
3
回
（
企
業
内
は

常
任
・
闘
争
・
常
任
）

行
い
ま
し
た
。

集
団
交
渉
で
の
回
答
状

況
は
、
賃
上
げ
で
は
11

社
中
10
社
が
昨
年
同
額

も
し
く
は
昨
年
を
上
回

る
回
答
を
引
き
出
し
、

制
度
面
で
は
全
11
社
が

2020
東
京
オ
リ
パ
ラ

情

報
共
有
・
労
使
協
議
、

東
京
ト
ラ
ッ
ク
最
賃
法

制
化
協
定
（
1
社
対
象

外
・
1
社
保
留
を
除
く
）

を
確
認
し
ま
し
た
。

企
業
内
交
渉
で
は
、

労
働
者
を
流
出
さ

せ
な
い
・
求
職
者

か
ら
選
ば
れ
る
職

場
作
り
を
め
ざ
し

た
要
求
と
と
も
に
、
「
元

旦
休
業
」
の
提
言
、
職
場

で
の
長
時
間
労
働
・
人
手

不
足
解
消
、
今
後
働
く
労

働
者
確
保
に
向
け
た
交
渉

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

各
要
求
項
目
で
の
担
当
者

を
配
置
し
て
交
渉
で
の
発

言
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
会
社
か
ら
は
団
交

前
に
『
前
Ｈ
Ｄ
専
務
に
よ

る
経
費
不
正
問
題
』
の
説

明
お
よ
び
対
策
に
つ
い
て

組
合
に
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
経
営
を
取

り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
は

連
結
決
算
の
業
績
が
増
収

増
益
で
あ
っ
た
が
、
個
別

の
業
績
を
み
る
と
カ
ン
ダ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
好

調
で
あ
る
も
の
の
カ
ン
ダ

コ
ア
テ
ク
ノ
で
は
前
年
を

下
回
る
状
況
下
で
し
た
。

『
元
旦
休
業
』
に
つ
い
て

は
顧
客
を
含
む
他
産
業
で

は
元
旦
休
業
が
拡
大
し
て

お
り
、
働
き
方
改
革
や
ホ

ワ
イ
ト
物
流
を
実
践
し
て

い
る
こ
と
を
社
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
は
ず
で
あ

る
と
主
張
し
、
顧
客
へ
の

交
渉
を
追
及
し
ま
し
た
。

賃
上
げ
に
つ
い
て
は
社
員

・
新
正
社
員
と
も
に
前
年

を
下
回
る
ベ
ア
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
制
度

面
に
つ
い
て
は
2010
年
以
来

の
年
間
休
日
の
段
階
的
な

増
加
、
新
正
社
員
運
転
職

へ
の
奨
励
給
割
増
適
用
の

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

他
に
は
社
員
・
新
正
社
員

退
職
金
の
上
積
み
を
獲
得

し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
婦
人
部
も
総

会
に
て
春
闘
に
向
け
た
独

自
要
求
を
確
立
し
交
渉
を

行
な
い
ま
し
た
。
青
年
海

外
研
修
の
年
齢
緩
和
は
引

き
出
せ
な
か
っ
た
も
の
の

空
港
ま
で
の
交
通
費
（
会

社
負
担
）
を
獲
得
、
新
卒

単
身
者
へ
の
家
賃
補
助
に

つ
い
て
は
各
職
場
で
の
若

年
層
の
現
状
を
訴
え
た
結

果
、
回
答
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

春
闘
を
終
え
、
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
約
（
20
春
闘

767
枚
、
19
春
闘
978
枚
、
18

春
闘
675
枚
、
17
春
闘
458
枚
、

16
春
闘
699
枚
）
や
一
団
交

一
職
場
会
の
開
催
な
ど
、

交
渉
に
お
い
て
職
場
実
態

を
経
営
側
へ
訴
え
る
裏
付

け
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
、
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
21
春
闘
に
向
け
て

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の
必
要

性
や
集
約
方
法
の
見
直
し
、

執
行
部
と
分
会
役
員
の
連

携
な
ど
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

3
月
7
日
関
連
会
社
11

社
に
対
し
て
一
斉
提
出
を

行
い
ま
し
た
。
賃
上
げ
で

は
10
社
中
9
社
、
ベ
ア
獲

得
は
3
社
、
ベ
ア
・
定
期

昇
給
ゼ
ロ
は
2
社
（
名
岐

・
ロ
ジ
メ
デ
ィ
カ
ル
）
で

妥
結
し
ま
し
た
。
2
社
の

妥
結
理
由
は
、
名
岐
は
賃

金
改
定
に
よ
り
年
収
ベ
ー

ス
で
の
若
干
の
賃
上
げ
が

あ
る
こ
と
、
ロ
ジ
メ
デ
ィ

カ
ル
で
は
毎
年
ベ
ア
・
定

期
昇
給
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
年
間
休
日
増
を
獲

得
し
た
こ
と
に
よ
り
妥
結

し
ま
し
た
。
ま
た
、
制
度

面
で
は
「
65

歳
定
年
」

「
社
員
化
年
齢
緩
和
」
で

は
カ
ン
ダ
物
流
、
「
年
間

休
日
増
」
で
ロ
ジ
メ
デ
ィ

カ
ル
、
「
年
休
取
得
時
に

標
準
報
酬
日
額
の
保
障
」

で
ア
サ
ク
ラ
、
「
育
児
短

時
間
勤
務
緩
和
・
女
性
社

員
の
み
の
規
定
変
更
」
で

Ｐ
Ｇ
Ｅ
な
ど
多
く
の
分
会

で
制
度
面
が
前
進
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
「
65
歳
定

年
延
長
」
で
は
昨
年
同
様

に
「
検
討
す
る
」
と
回
答

し
た
関
連
会
社
が
多
く
、

対
象
者
が
不
在
で
あ
っ
て

も
企
業
の
姿
勢
を
示
す
必

要
を
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
今
後
の
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
交
渉
員
は
書
記
局
、

常
任
、
分
会
役
員
が
入
っ

て
お
り
ま
す
が
、
分
会
役

員
ま
た
は
係
が
加
わ
っ
て

い
な
い
分
会
は
埼
玉
配
送
、

レ
キ
ス
ト
、
関
西
配
送
で

あ
り
担
当
者
の
選
出
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
今

年
も
各
分
会
で
の
「
賃
金

パ
ン
フ
」
を
作
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
組
合
員
に
対

し
て
賃
金
制
度
等
を
明
示

す
る
こ
と
と
執
行
部
と
し

て
の
各
社
へ
の
問
題
点
な

ど
を
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

（
6
月
2
日
開
催

第
11
回
常
任
執
行
委
員
会

決
定
事
項
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
生

活
資
金
（
フ
リ
ー
ロ
ー

ン
）
援
助
を
実
施
す
る

た
め
に
中
央
ろ
う
き
ん

と
の
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
理
由
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
」

と
申
告
す
れ
ば
、
「
限

度
額
100
万
円
、
固
定
金

利
1.5%

（
マ
イ
プ
ラ
ン
の

場
合
は

3.875%

）
」
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
各
職
場

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

手から手へ仲間といっしょに読もう

全日本建設交運一般労働組合
神 田 支 部

〒 1 0 1 - 0 0 6 1
千代田区神田三崎町3-2 - 4 3階
電 話 0 3 - 6 6 7 4 - 2 1 2 9
ﾌ ｧ ｯ ｸ ｽ 0 3 - 6 6 7 4 - 2 9 8 6

20年6月17日
通算1028号

20
年
春
闘
総
括

（カ
ン
ダ
4
社
）

関
連
会
社
の
20
春
闘

中
央
ろ
う
き
んよ

り


